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１．TaKaRaグループの概要



宝ホールディングスとは （2015年9月末現在） 3

商号： 宝ホ ルディングス株式会社商号： 宝ホールディングス株式会社
旧社名：寳酒造株式会社（2002年4月持株会社体制に）

設立 （大正 ）年 月 日設立： 1925（大正14）年9月6日

上場市場： 東証一部 （証券コード: 2531）

本店所在地： 京都市下京区四条通烏丸東入

取締役社長： 柿本 敏男取締役社長： 柿本 敏男

資本金： 13,226百万円

従業員： 3,754名 （グループ連結）

連結子会社： 45社 （国内：16社、海外：29社）連結子会社： 45社 （国内：16社、海外：29社）

TaKaRaグループの企業理念 4

自然との調和を大切に、自然との調和を大切に、

発酵やバイオの技術を通じて

人間の健康的な暮らしと

生き生きとした

社会づくりに貢献します。



TaKaRaグループの歩み 5

1842年 創業（清酒の製造・販売を開始）1842年 創業（清酒の製造 販売を開始）

1864年 焼酎・みりんの製造を開始

1925年 寳酒造株式会社（現：宝ホールディングス株式会社） 創立

1949年 株式を上場

1957年 「タカラビール」を発売し、ビール事業に参入

1967年 ビール事業から撤退、中央研究所を設立

1977年 宝焼酎「純」 発売

1979年 国産初の制限酵素を発売（バイオ事業を開始）1979年 国産初の制限酵素を発売（バイオ事業を開始）

1982年 米国で清酒の現地製造を開始

1984年 タカラcanチューハイ 発売1984年 タカラcanチュ ハイ 発売

2002年 持株会社体制へ移行 （宝酒造株式会社、タカラバイオ株式会社を分社化）

2004年 タカラバイオ株式会社 東証マザーズ上場

2006年 宝ヘルスケア株式会社 設立

2010年 フーデックス社（仏国）の株式を取得

海外日本食材卸事業に参入

TaKaRaグループの構成 6

宝ホ ルデ ングス株式会社宝ホールディングス株式会社

宝酒造グループ タカラバイオグループ 宝ヘルスケア㈱

酒類・調味料事業
国内9社、海外21社の

連結子会社

バイオ事業
国内4社、海外8社の

連結子会社

健康食品事業

連結子会社

そ
の
他

連結子会社

他
子
会
社社
（
2
社
）



TaKaRaグループの売上・利益構成 7

（2015年3月期） 売上構成
宝ヘルスケア

0.8% 海外

（2015年3月期） 売上構成

タカラバイオG
11 8%

連結売上高

17.8%

地域別

11.8%

宝酒造G
86 6%

連結売 高
219,490百万円

国内
82 2%

売上構成比

86.6% 82.2%

 利益構成利益構成

宝ヘルスケア
0.3%

連結営業利益

宝酒造G
70 7%

0.3%

タカラバイオG

連結営業利益
11,096百万円

70.7%
20.8%

TaKaRaグループの業績推移 8

営業利益

219 490
230,000 15,000250,000

営業利益 親会社株主に帰属する当期純利益 売上高

営業利益
当期純利益

（単位：百万円）

売上高
（単位：百万円）
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２．TaKaRaグループの成長戦略

 経営目標

TaKaRaグループ・ビジョン2020（2011年～2020年） 10

 経営目標

国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、
環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する。

国内外において環境変化に強い

環境変化に強 ラン のとれた事業構造を確立する。

バイオ事業

国内外において環境変化に強い
バランスのとれた事業ポートフォリオへ

バイオ事業
（タカラバイオグループ）

健康食品事業
（宝ヘルスケア）（宝ヘルスケア）

酒類・調味料事業
（宝酒造グループ）

安定収益基盤と成長事業を有する独自の強固な事業ポートフォリオ



TaKaRaグループ・ビジョン2020の実現に向けて 11

 「TaKaRaグループ・ビジョン」2020達成へのロードマップ 「TaKaRaグループ・ビジョン」2020達成へのロードマップ

TaKaRaグループ
中期経営計画2013

TaKaRaグループ
中期経営計画2016

TaKaRaグループ・
ビジョン2020

中期経営

• 国内における
安定成長の実現

• 海外で大きく

中期経営計画2016

• 国内での収益力向上

• 海外事業の拡大・伸長

バイオ事業の成長加速 の実現
• 海外で大きく

成長するための
事業基盤の拡大

• バイオ事業の成長加速

[ 定量目標 ]

• 売上高: 2,300億円以上

• 営業利益: 120億円以上

海外売上高比率 16%以上

年 月期 年 月期 年 月年 月末

• 海外売上高比率: 16%以上

2012年3月期
(2011年4月)

2015年3月期
(2014年4月)

2011年4月
から10年

2017年3月末
(2017年3月)

「TaKaRaグループ中期経営計画2016」概要 12

 基本方針 基本方針

「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、

国内では収益力の向上 海外では事業の拡大・伸長に取り組むとともに国内では収益力の向上、海外では事業の拡大・伸長に取り組むとともに、

バイオ事業の成長加速により、環境変化に強いバランスのとれた事業構造に変革していく

 定量目標 （ 年 月期 グル プ連結） 定量目標 （2017年3月期 TaKaRaグループ連結）

2017年3月期 2014年3月期
対比

目標 実績
対比

売上高 2,300億円以上 2,095億円 +13.6%

営業利益 120億円以上 94億円 +28.6%

海外売上高比率 16％以上 13% +3 0% t海外売上高比率 16％以上 13% +3.0%pts

宝酒造グループ タカラバイオグループ 宝ヘルスケア



「TaKaRaグループ中期経営計画2016」概要 13

 重点戦略 重点戦略

「澪」を中心とした清酒売上高の拡大
バイオ医薬品の製造開発支援サービス

（CDMO事業）拡大

国内事業 海外事業 バイオ産業支援事業 遺伝子医療事業

欧米をはじめとする
世界での日本食材卸網構築

遺伝子治療・細胞医療における
臨床開発の推進

国内事業 海外事業 バイオ産業支援事業 遺伝子医療事業

国内外の重点戦略に積極的な投資を行い国内外の重点戦略に積極的な投資を行い

環境変化に強いバランスのとれた事業構造への変革を進める

３．宝酒造グループの概要



宝酒造グループの事業領域 15

国内酒類事業 調味料 酒精事業国内酒類事業 調味料・酒精事業

焼酎・清酒・ソフトアルコール飲料などの酒類や、
本みりん・料理清酒などの調味料を製造・販売

加工食品メーカーなどに、B to Bで
調味料や原料用アルコールを販売

焼酎 清酒

海外事業

米国・中国で清酒やみりんなどの
製造・販売を行うほか、製造 販売を行うほか、
欧州で海外日本食材卸事業を展開ｿﾌﾄｱﾙｺｰﾙ飲料 調味料

宝酒造グループの売上構成 16

（2015年3月期）

海外

海外日本食材卸
9.3%

（2015年3月期）

海外
13.7%その他

18.2%

焼酎
33.4%

地域別売上高
売上構成比

調味料
12 4%

190,089百万円

国内
86.3%

清酒
13.1%ｿﾌﾄｱﾙｺｰﾙ

飲料

12.4%

13.6%



宝酒造グループの業績推移 17
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宝酒造グループの海外拠点 18

トマ チン
米国宝酒造

清酒・みりんなどの製造・販売

タザキフーズ

本食材 輸 卸売業

トマーチン

ｽｺｯﾁｳｲｽｷｰの製造・販売

宝酒造㈱英国駐在事務所・パリ駐在事務所

欧州における酒類・調味料市場の開発・販売促進

日本食材の輸入・卸売業

エイジ・インターナショナル

ﾊﾞｰﾎﾞﾝｳｲｽｷｰの製造・販売

宝酒造食品

清酒・みりんなどの製造・販売
フーデックス

欧州における酒類 調味料市場の開発 販売促進 ﾊ ﾎ ﾝｳｲｽｷ の製造 販売

フ デックス

日本食材の輸入・卸売業

上海宝酒造貿易

宝酒造G製品の輸入販売

コミンポート

日本食材の輸入・卸売業

ミューチャルトレーディング

日本食材の輸入・卸売業

宝酒造G製品の輸入販売

持分法適 会社

日本食材の輸入 卸売業

フーデックスグループ

宝酒造アジア・パシフィック

東南アジア・オセアニアにおける酒類・調味料市場の開発・販売促進

※持分法適用会社

東南アジア・オセアニアにおける酒類・調味料市場の開発・販売促進

海外日本食材卸事業の拠点海外酒類事業の拠点



４．宝酒造グループの成長戦略

宝酒造グループの成長戦略 20

国内事業（酒類・調味料） 海外事業

市場
環境

• 少子高齢化、人口減少により市場
は縮小傾向が続く。

• 酒類の各カテゴリーにおいて、シェ
• 世界的な“和食”の広がりとともに
市場の拡大が見込まれる環境

酒類の各カテゴリ において、シェ
ア獲得に向けたメーカー間の激しい
競争が生じている。

市場の拡大が見込まれる。

• 各カテゴリーに複数の強いブランド

◆海外酒類事業

清酒を中心に、海外和酒カテゴリー
でのシェアをさらに拡大する。

当社の
戦略

各カテゴリ に複数の強いブランド
を育成・確立し、シェアの維持・拡大
を図る。

• 独自の技術力により差異化された

でのシ アをさらに拡大する。

◆海外日本食材卸事業

欧米における日本食材卸ネットワー独自 技術力 り 異 さ
付加価値商品の開発に取り組む。

欧米 おける 本食材卸 ッ
クの拡大とともに、アジア、オセアニ
アにも展開を広げ、事業拡大を目
指す。



焼酎の取り組み 21

宝焼酎 宝焼酎「純」

◆代表ブランド 全量芋焼酎
「一刻者」
（いっこもん）

本格麦焼酎
「知心剣」

（しらしんけん）

本格焼酎
「よかいち」

◆今後の取り組み

付加価値商品の育成 甲類焼酎への「糖質ゼロ」表示
＜参考：焼酎市場2014シェア（甲類・乙類計）＞

宝酒造
12.8%

Ａ社

付加価値商品の育成
（一刻者〈赤〉・〈紫〉ほか）

甲類焼酎への「糖質ゼロ」表示

Ａ社
11.0%

Ｂ社
10.1%Ｃ社

その他
57.8%

8.3%

＜データ出所＞ 日刊経済通信社公表値より当社推計

清酒の取り組み 22

松竹梅 松竹梅「天」

◆代表ブランド
松竹梅白壁蔵
「澪（みお）」

スパークリング清酒

松竹梅「豪快」 松竹梅「白壁蔵」
＜生酛（きもと）＞

スパ クリング清酒

◆今後の取り組み

「澪」＜ＤＲＹ＞の育成 幅広い商品展開
＜参考：清酒市場2014シェア＞

「澪」＜ＤＲＹ＞の育成
（2015年8月発売）

幅広い商品展開
Ｄ社 9.9%

宝酒造8.7%

Ｅ社 8 4%Ｅ社 8.4%

Ｆ社 4.5%

Ｇ社 4.5%

社

その他
60.4%

＜データ出所＞ 日刊経済通信社

Ｈ社 3.6%



 松竹梅白壁蔵「澪」スパ クリング清酒の展開について

清酒の取り組み 23

 松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒の展開について

商品展開

2011年6月 飲食店、百貨店、通販ルート限定発売

2013年9月 販売ルートを全チャネルに拡大

2015年8月 「澪」＜DRY＞を発売 イメ ジキ クタ2015年8月 「澪」＜DRY＞を発売

お米うまれのほのかな甘みとほどよい酸味が楽しめる

イメージキャラクター
女優 杏さん

アルコール分５％のスパークリング清酒

マスカットを りんごを

思わせる風味、

口に広がる

思わせる風味、

すっきりとした

やさしい

甘みと酸味

爽やかで

キレのある飲み口

「澪」 「澪」＜DRY＞

ソフトアルコール飲料の取り組み 24

タカラcanチューハイ

◆代表ブランド

タカラ焼酎ハイボール 直搾り

◆今後の取り組み

「ゼロ仕立て」の育成 その他11 6%

＜参考：ソフトアルコール飲料市場2014シェア＞

「ゼロ仕立て」の育成
（2015年6月発売）

Ｉ社
36.0%

Ｋ社
10.4%

その他11.6%

Ｊ社
宝酒造
10 9%

31.1%
10.9%

＜データ出所＞ 醸造産業新聞社



調味料の取り組み 25

タカラ本みりん

◆代表ブランド

料理のための清酒 料理のためのワイン

◆今後の取り組み ＜参考：本みりん市場2014シェア＞

Ｎ社 3 5%付加価値商品の育成

宝 造

Ｍ社 9.5%

Ｎ社 3.5% その他 2.2%付加価値商品の育成
（タカラ「国産米１００％」本みりん らくらく調節ボトル ほか）

宝酒造
54.2%

＜データ出所＞ 全国味醂協会
Ｌ社 30.7%

BtoBビジネスの展開 26

 調味料・酒精事業 調味料・酒精事業

加工業務用調味料事業 酒精事業

 惣菜メ カ 加工食品メ カ などに  清酒メ カ 加工食品メ カ などに 惣菜メーカー、加工食品メーカーなどに
調味料を販売するビジネス

 清酒メーカー、加工食品メーカーなどに
原料用アルコールを販売するビジネス

中食 外食 加工食品 化粧品 酒類

酒類用アルコール調味料 工業用アルコール

中食
（スーパー、CVS）

外食
（飲食店）

加工食品
メーカー

化粧品
メーカー

酒類
メーカー

惣菜 メニュー 加工食品 化粧品 酒類

消費者



 世界の清酒市場規模の推移

海外の市場環境① 27

（単位 ㌔㍑） 世界の清酒市場規模の推移

40,000
現地生産 輸出

（単位：㌔㍑）

30,000

35,000

20 000

25,000

15,000

20,000

5,000

10,000

0

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

＜データ出所＞ 輸出：財務省貿易統計
現地生産：醸造産業新聞社（清酒大手4社の現地生産量合計）

*図中上段は2015年の店舗数、

海外の市場環境② 28

 世界の日本食レストランの店舗数推移 図中上段は2015年の店舗数、
下段カッコ内は2013年の店舗数

＜データ出所＞ 農林水産省

 世界の日本食レストランの店舗数推移

2006年
約24,000店

→
2013年

約55,000店
→

2015年
約89,000店

ロシア
約1 850店

北米
約25,100店
(約17,000店)

欧州
約10,550店
(約5,500店)

約1,850店
(約1,200店)

アジア
約45,300店
(約 店)

中東
約600店
(約250店)

中南米

(約27,000店)

アフリカ
約300店
(約150店) 中南米

約3,100店
(約2,900店)

オセアニア
約1,850店
(約700店)

(約 店)



海外の市場環境③
 「2015年 ミラノ国際博覧会 開催」（2015年5月1日～10月31日）

29

 「2015年 ミラノ国際博覧会 開催」（2015年5月1日～10月31日）

（2015年11月2日 日本館プレスリリース）

（2015年7月11日 ジャパンデーレセプションの様子）（2015年7月11日 ジャパンデ レセプションの様子）

宝酒造グループの海外事業 30

海外酒類事業 海外日本食材卸事業

日本からの輸出および海外での現地生産
より 清酒「松竹梅 等 自社ブ ドを

欧州や米国の現地卸会社をパートナーに、
メや寿司ネタをはじめとする 本食材やにより、清酒「松竹梅」等の自社ブランドを、

世界各地域で提供。
コメや寿司ネタをはじめとする日本食材や
調味料を、日本食レストランなどに供給。

日本食市場の広がりを背景に、海外事業の成長スピードを加速させる

 海外日本食材卸事業のパートナーシップ拡大

年月 社名 目的年月 社名 目的

2010年 4月 フーデックス（仏国） 海外日本食材卸事業への参入

年 デ グ（米 ）
北米でのパートナーシップを強化

2012年11月 ミューチャルトレーディング（米国）
北米でのパ トナ シップを強化

* 議決権所有割合: 24.2% → 45.0%

2013年 9月 タザキフーズ（英国） 海外日本食材卸事業の拡大

2014年 3月 コミンポート・ディストリビューション（スペイン） 海外日本食材卸事業の拡大



 欧州  米国

海外日本食材卸事業の拠点 31

 欧州  米国

 フーデックス、コミンポート、タザキフーズ  ミューチャルトレーディング（持分法適用会社）

デ ク

ボストン

フーデックス
（ベルギー）

フーデックス
（オランダ）

★ ガ

ボストン

ニューヨーク

ロサンゼルス（本社）

★

タザキフーズ
（ロンドン）

コミンポート
（ポーランド）

★ ラスベガス

アリゾナ★
★

フーデックス
（パリ）

フーデックス
（スイス）

サンディエゴ

フーデックス
（イタリア）

フーデックス
（南フランス）

ハワイ

（イタリア）

★
コミンポート
（スペイン） ハワイ（スペイン）

海外日本食材卸事業のビジネスモデル 32

日本食品
メーカー

海外各地の
商社など

宝酒造グループの日本食材卸会社宝酒造グル プの日本食材卸会社

日本食レストラン テイクアウト型店舗 ス パ 食料品店日本食レストラン テイクアウト型店舗 スーパー・食料品店



宝酒造グループの海外売上高

 宝酒造グル プ海外事業本部の売上高推移

33

35,000

 宝酒造グループ海外事業本部の売上高推移 （単位：百万円）

20,300

25 000

30,000

26,233

30,100

海外事業本部計

17,638

20,000

25,000

16 481海外酒類事業

海外日本食材卸事業

9,077

10 000

15,000

9,538
10,473

16,481海外酒類事業

5,085 5,034 5,325 5,682
7,404

8,595
9,800

2,531
4,213

4,791

5,000

10,000

5,085
7,565

,

, ,

0

'10.03 '11.03 '12.03 '13.03 '14.03 '15.03 '16.03

（計画）（計画）

５．宝ヘルスケアについて



宝ヘルスケアの商品展開 35

ガゴメ昆布「フコイダン」 ボタンボウフウ「イソサミジン」ガゴメ昆布「フコイダン」

 タカラバイオが３０年に渡って研究する
ガゴメ昆布「フコイダン」

ボタンボウフウ「イソサミジン」

 沖縄では「長命草」とも呼ばれる
セリ科の植物 ボタンボウフウ

明日葉「カルコン」 「滋味探訪」こだわり食材シリーズ

 「今日、葉を摘み取っても明日には芽を
出す」といわれる生命力の強い明日葉

 「屋久とろ」「大黒本しめじ」など、自然の
恵みが育んだ、滋味豊かな食材

宝ヘルスケアの業績推移 36

 ダイレクトマーケティングを通じて健康食品事業の成長を加速させる ダイレクトマ ケティングを通じて健康食品事業の成長を加速させる

3 000

営業利益 （単位：百万円）

80

売上高 （単位：百万円）

3,000

60
60

80

1,424
1,652

1,900
2,000

3840

60

1,000 21
20

40

0 0

20

'14.3 '15.3 '16.3

（計画）

'14.3 '15.3 '16.3

（計画）



６．財務方針・ＣＳＲ活動

財務方針（ 「TaKaRaグループ中期経営計画2016」） 38

健全な財務体質を維持しながら、資本効率を意識し、
利益成長のための重点戦略への積極的な投資と、適切な株主還元を実施する

利益成長のための積極的投資

 健全な財務体質を維持しながら、利益成長のための投資を積極的に行う

国内酒類設備（「澪」増産） 海外展開の拡大（日本食材卸事業）

バイオ設備（CDMO事業強化） バイオ研究開発（臨床開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

 連結営業利益の水準に応じて増配を実施し みなし配当性向*30%を目安に配当を行う

資本効率を意識した適切な株主還元

 連結営業利益の水準に応じて増配を実施し、みなし配当性向*30%を目安に配当を行う

 自己株式取得についても、状況に応じて機動的な実施を検討する

配当総額配当総額

連結営業利益 × （１－法定実効税率）
≒ 30％*みなし配当性向＝

積極的な投資による利益成長と自己資本のコントロールにより、ROEの向上を目指す



株主還元 39

 配当金（1株当たり）とみなし配当性向*の推移

11 0 11 0
12.0120.0%

1株当たり配当金（円） 特別配当（円） みなし配当性向

 配当金（1株当たり）とみなし配当性向*の推移

（円）

8 5 8.5
9.0 9.0

11.0
10.0

11.0

10.0100.0%
うち、2.0円特別配当

8.5 8.5

6 0

8.0

60 0%

80.0%

4.0

6.0

40.0%

60.0%

35.4% 35.9% 33.9% 32.2%
37.6%

28.3% 29.2% 2.020.0%

0.00.0%
'10.3 '11.3 '12.3 '13.3 '14.3 '15.3 '16.3

（計画）
*みなし配当性向＝配当総額／（連結営業利益×（１－法定実効税率））

TaKaRaグループのCSR活動 40

タカラ ハ モニストフ ンド 宝酒造田んぼの学校タカラ・ハーモニストファンド

 自然環境保全や生物多様性保全のため
の活動や研究に取り組む団体や個人を

宝酒造田んぼの学校

 次世代を担う子供たちに、自然環境や生
物多様性を守ることの大切さを伝える

支援

環境に配慮した容器・包装 ～「４Ｒ」の取り組み～

 一般的に行われている３Ｒ（リデュース・リ
ユース・リサイクル）に、宝酒造独自の活動
であるリフ ズ（新しい容器の使用をともであるリフューズ（新しい容器の使用をとも
なわない”焼酎の量り売り”）を加えた「４Ｒ」
の取り組みを推進



最後に・・・ 41

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。

将来見通しに関する注意事項
この資料中の当社および当社グループの現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実
でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得
られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得ら
れた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素により
これら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきくださいこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制
度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、
生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等
があ すが 業績 響を 素 れ 定され も あがありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。

＜お問合せ先＞
宝ホールディングス株式会社

財務・ＩＲ部
E‐Mail ir@takara.co.jp



（参考）株価の推移と株主構成 43

 宝ホールディングスおよび日経平均の株価推移

➣ 2015年1月5日の株価を100とした場合の指数 ➣ 2015年9月末 株主構成（株数ベース）➣ 2015年1月5日の株価を100とした場合の指数 ➣ 2015年9月末 株主構成（株数 ス）
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